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「おすすめ」を読んでみよう！ 
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「どんな本を読んだらいいかわからない…」という人は、【ブックリスト】

を見てみましょう。ブックリストとは、おすすめの本が書いてあるもののこと

です。ブックリストは、本になっていたり、ポスターになっていたりします。

（図書室にも「よい絵本」というブックリストのポスターがはってあります。）              

本を読むのが苦手な人は、小学生向きのブックガイドを読んでみるのも良いと

思います。小学生の時と中学生の今とでは、感じ方が違ったり、新しい発見が

あったりするかもしれません。 

『今すぐ読みたい！１０代のためのＹＡブックガイド１５０！』 

監修：金原
かねはら

瑞人
みずひと

、ひこ・田中 発行：ポプラ社 

 ２７人の「本のプロ」が選んだ１５０冊を紹介。2009～2015年に発売

された本から選んでいます。ジャンルは、小説・エッセイ・コミック・絵本・

ノンフィクション・詩集・写真集などさまざま。大人も読みたくなります。 

『ほかの誰も薦
すす

めなかったとしても今のうちに読んでおくべきだと思う本を紹介します。』 

発行：河出
か わ で

書房
しょぼう

新社  

 『１４歳の世渡りシリーズ』のこの本。総勢３０人が、本当にほかの誰もおすすめしないような

本をずらりと並べています。たとえば森達也さんのすすめる『幼年期の終り』（ハヤカワ文庫）、

これはＳＦです。「ほかにもすすめたい一冊なんかない！自分で探して！でもそういうわけにはい

かないから佐野洋子さんの『問題があります』（筑摩書房）を紹介します。」という角田光代さん。

しかも『１４歳の世渡りシリーズ』なのに、とある本を紹介して「世渡りなんかやめなさい。」と

いう上野千鶴子さん。他のブックリストとは一味違う本です。 



 

 

※としょだよりの感想をお聞かせください。E-mail:kyouiku-ce@city.nabari.mie.jp まで。E-mail は件名に「としょだより感想」と書いてください。 

仕事の本を読んでみよう！ 
 11/23は、『勤労感謝の日』です。「勤労」とは「働く」「仕事をする」という意味です。みな

さんはまだ中学生ですが、将来やりたいと思う仕事がありますか？ある人も、まだない人も、これ

から紹介する本を読めば、やりたいと思う仕事が見つかるかもしれませんよ。 

「やりたい仕事がない！」そういう人は、新しい仕事を作ってみるのはどうでしょうか？仕事

とは「役に立つこと」ですから、困っていることを解決したり、おもしろいことをやってみたり

すれば、それが「新しい仕事」になります。たとえば、『空想科学読本』の柳田理科雄さんは『ま

んがやアニメを現実にするとどうなるか』を研究する仕事です。これは柳田さんならではの「新

しい仕事」ですね。みなさんも「自分だからこそ出来る」新しい仕事を考えてみると、おもしろ

くて楽しい仕事になるかもしれませんよ。 
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『あたまにつまった石ころが』作： キャロル・オーティス・ハースト 

絵： ジェイムズ・スティーブンソン 発行：光村教育図書 

 お父さんは石ころが大好き。ひまさえあれば石を集めて人に見せたり、棚を

作って飾ったりしています。「石ころなんか金にならないぞ。」と言われても

「うん、そうかもね。」と言って、また石ころを集める。全然役に立たないと

思われていたことでも「好き」をつらぬけば、どこかで何かの役に立つかもし

れません。それに、好きなことをしていた方が、楽しく過ごせますよね。 

『仕事ってなんだろう』子どもだって哲学（５） 発行：佼成出版社 

詩人・絵本作家・女流棋士・医師・大学教授という、職業がバラバラの５人に 

仕事についてインタビューした本。絵本作家の五味太郎さんは、子ども時代全然 

本を読んでいなかったそうです。何をしていたかというと、穴を掘っていました。

（深く掘ると水が出てくるとか…。）そんな五味さん、いったいなぜ絵本作家 

になったのでしょうか？ほかの方のお話も・・・。 

 

『新・１３歳のハローワーク』著：村上 龍 絵：はまの ゆか 発行：幻冬舎 

               仕事の本と言えばこれ！世の中のありとあらゆる仕事がのってい 

ます。国語が好きなら作家や評論家、数学が好きなら会計士やシス

テムエンジニアなど、教科から探せるものもあれば、火や煙が好き

なら花火師や発破技士、集めることが好きならアンティークショッ

プや学芸員など、好きなことから探せるものもあります。また、こ

の本のいいところは、最後に『何も好きなことがない人のための特

別編』があることです。そこでは「何もしないで寝ていることが好

きな人」のための仕事も紹介されています。この本はホームページ

もありますから、本が貸し出し中の時はネットでも見られます。 

これを読めば今まで知らなかった仕事や、やってみたい仕事が見

つかるかもしれませんね！ 


